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　５月分は、先月と比べ燃えるごみの総量は約６３ｔ
増加し、結果１人当たり５３ｇ / 日の増量となりまし
た。
　この１年間のｇ / 日の平均は、５２７ｇ / 日となり平成
２６年度の可燃ごみの平均である５２８ｇ / 日から１ｇ減
となりました。目標の５１２ｇ / 日（３パーセント減）
には届きませんでしたが、可燃ごみの総量として
は、昨年よりも約４０ｔの減量ができました。ご協力
ありがとうございました。

「ゴミ減量作戦」を実施しよう！⑫
１人当たりのｇ / 日燃えるごみ総量

５７０ｇ / 日４８１.５０ｔ６月
５３２ｇ / 日４６４.１５ｔ７月
５０９ｇ / 日４４４.３３ｔ８月
５４１ｇ / 日４５６.３２ｔ９月
５２８ｇ / 日４６１.３３ｔ１０月
５０６ｇ / 日４２７.７７ｔ１１月
５５１ｇ / 日４８２.１１ｔ１２月
４７５ｇ / 日４１５.３６ｔ１月
４５７ｇ / 日３７４.４９ｔ２月
５０８ｇ / 日４４５.８６ｔ３月
５４７ｇ / 日４６５.８０ｔ４月
６００ｇ / 日５２８.１２ｔ５月
５２７ｇ / 日４５３.９３ｔ平均

～可燃ごみを減らすためにできること～
　分別について役場に寄せられた質問の一部を紹介
します。

①プラスチックごみの分別の仕方が分かりづらいた
め、まとめて可燃ごみとして出している。

　▽沸かしたお茶を冷やすプラスチック製容器→可
燃ごみ（硬質プラ）

　▽シャンプーのプラ容器→プラスチックごみ（商
品が入っていた容器のため）

　▽発泡スチロール→プラスチックごみ（商品を守
る容器のため）

②分別をすると、自分たちにどんなメリットがある
のか分からない。

　▽ごみを分別して減量ができれば、税金でまかな
われているごみ処理費用が軽減されます。

　▽資源ごみを分別して地区の回収ステーションに
出せば、報償金として地区へ売払金が入り、地
区の行事などの活動費用となります。

　皆さんの自発的な分別が、ごみ減量のためのカギ
となります。町では皆さんと一緒に、今後もごみ減
量を進めていきたいと思います。
　分別の仕方や、ごみの処分について分からないこ
とがありましたら、お気軽にご相談ください。

■問い合わせ先
　建設環境課環境係　�（４８）１１１１（内１２１１）

　ゴーヤを植えて４週間、力強く成長
し、１.５メートル程の高さになりまし
た。パッションフルーツは、今は
「根」を張る時期のようです。両方と
も、葉の緑の深さが印象的で、成長す
る力を秘めているようです。
　アサガオは、去年の種から自然に発
芽したものが多くあり、今年の緑の
カーテンの主役になりそうです。
　驚いたことに、ミニトマトも去年地
面に落ちた種から自然に２本の新芽が
出ていました。
　４メートル程のネットの設置も無事
完了し、４種類の今後の成長が楽しみ
です。
■問い合わせ先　建設環境課環境係
　�（４８）１１１１（内１２１２）

今年もやっぱり
「緑のカーテン！」②

　毎年の恒例行事となっている読書指導グループ「ぶんぶん」に
よる“おたのしみ会”が開催されます。人形劇や大型絵本の読み
聞かせなど、楽しいお話をたくさん用意しています。どなたでも
参加できますので、お気軽に足をお運びください。

■日　時　７月１６日（土）午前１１時～
■場　所　勤労福祉センター（エスぺランス丸山）２階集会室
　　　　　※　例年と会場が異なりますのでご注意ください。
■参加費　無料
■プログラム
　▽『おいしいものたべたら』　（大型絵本）
　▽『くろねこかあさん』　　　（パネルシアター）
　▽『猫山』　　　　　　　　　（影絵）
　▽『まんまるぱん』　　　　　（人形劇）
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